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Crab パルサーは周期約 33msでパルス状の放射が検出される天体で、その正体は地球から約 2kpcの距離にあ
る自転する中性子星と考えられている。この天体からは、巨大電波パルス (Giant Radio Pulse; GRP) とよばれ
る通常よりも 10倍以上も明るい電波パルスも散発的に検出される。個々のGRPの出現頻度は、これまでの主に
1GHz以上の観測結果からポアソン分布に従うことが知られていた。
GRPは、地球で検出されるまでに太陽風中を伝搬する。このとき、太陽風の密度揺らぎによりシンチレーショ

ンの効果を受ける。よって、たとえGRPの出現頻度がポアソン分布に従うとしても、天体電波源の太陽風シン
チレーションに通常見られるような相関特性時間が現れることになる。
そこで我々は、東北大学飯館、NICT鹿島でそれぞれ 325MHz帯、1.4GHz帯を用いて、Crabパルサーの太陽

離角が約 15度、約 81度の時期で観測を行った。その結果、325MHz帯では太陽離角が約 81度の場合にGRP出
現頻度がポアソン分布に一致するものの、約 15度の場合はポアソン分布からの逸脱を確認した。一方で、1.4GHz
帯では太陽離角によらず頻度はポアソン分布に従っていた (寺澤ら、2015年秋季年会)。
本研究では、GRPの出現頻度の変動から、太陽風シンチレーション効果に対するモデル化を行った。このモデ

ルを用いて、周波数依存性、太陽離角依存性を含めた定量的な評価を行った。


